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	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	蒸し暑い。３０°～３５°くらいの気温。雨季でした。

スコールが降ると気温より水温の方が高い気がした。

ウエアはラッシュガードと半ズボン。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	ブローが降りる場所がだいたい決まっていた。

とても潮が強く、コースをひくのがとても難しい。

風が軽く感じた。

	　セッティングで

注意したこと
	潮が強かったので、セットが難しい。

	　セーリングで

　注意したこと


	センターの入れ具合によって流され方が変わったので、注意した。　



	　海上で練習した

こと
	スベリ。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	初日はのぼり角度がなく困ったが、原因はセットだった。

海外のセーラーにあまり劣っていないと思った。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	思いどおりのスタートが出来なかった。

海外の選手はスタートがうまいです。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	海面をよく理解してから臨むべきと思った。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	持っている情報。

私が海面の情報だいたいを得たときはすでに最終日だった。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	すべて！

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	英語の勉強。

スタートと潮の海面の練習。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	特にいない。

しかしタイチームは皆印象的でした。

	　今後の課題と

　目標は？
	英語の勉強。

スタート練習。

	　ＪＯＤＡへの要望
	海外でレースをするチャンスがもっとあればいいと思いました。

	　

その他


	日本はもっと強くなれると思いました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

